
1.51.51.51.5 1.71.71.71.7△△△△ 0.10.10.10.1 3.13.13.13.10.20.20.20.2 0.40.40.40.4 0.90.90.90.9 1.01.01.01.00.50.50.50.5△△△△ 2.92.92.92.9 △△△△ 4.24.24.24.20.7 2.6 △ 0.81.1 2.1 2.0 2.3 2.3 1.8
△ 4.1 △ 2.4△ 12.0△ 10.0△ 8.0△ 6.0△ 4.0△ 2.00.02.04.06.08.010.012.0

-5.0-4.0-3.0-2.0-1.00.01.02.03.04.05.0 H11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
（％）（％）（％）（％）

（年度）
製造業の寄与度製造業の寄与度製造業の寄与度製造業の寄与度 奈良県奈良県奈良県奈良県 全全全全 国国国国

△ 35.0△ 30.0△ 25.0△ 20.0△ 15.0△ 10.0△ 5.00.05.0
0.20.20.20.2 0.20.20.20.2 △△△△ 1.51.51.51.51.21.21.21.2 △△△△ 1.51.51.51.5△△△△ 0.90.90.90.9△△△△ 0.40.40.40.4△△△△ 0.20.20.20.2△△△△ 0.30.30.30.3△△△△ 3.63.63.63.6 △△△△ 5.25.25.25.2△ 0.8 0.9△ 2.1△ 0.80.8 1.0 0.9 1.5 1.0

△ 4.6△ 3.7-6.0-5.0-4.0-3.0-2.0-1.00.01.02.0 H11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
（％）（％）（％）（％）
（年度）

奈良県奈良県奈良県奈良県 全国全国全国全国
△ 35.0△ 30.0△ 25.0△ 20.0△ 15.0△ 10.0△ 5.00.05.0

1.経 済 成 長 率

奈良県と全国の経済成長率の推移（奈良県と全国の経済成長率の推移（奈良県と全国の経済成長率の推移（奈良県と全国の経済成長率の推移（名目名目名目名目））））

（％）（％）（％）（％） 平成平成平成平成21212121年度年度年度年度 奈良県の業種別対前年度成長率（名目）奈良県の業種別対前年度成長率（名目）奈良県の業種別対前年度成長率（名目）奈良県の業種別対前年度成長率（名目）
◎◎◎◎ 奈良県奈良県奈良県奈良県マイナス５マイナス５マイナス５マイナス５.２２２２％と％と％と％と７年連続７年連続７年連続７年連続ののののマイナスマイナスマイナスマイナス成長成長成長成長 図３図３図３図３

図４図４図４図４

・生活実感により近い実際の取引額で算出した・生活実感により近い実際の取引額で算出した・生活実感により近い実際の取引額で算出した・生活実感により近い実際の取引額で算出した名目名目名目名目経済成長率では、全国（国民経済計経済成長率では、全国（国民経済計経済成長率では、全国（国民経済計経済成長率では、全国（国民経済計

算）が２年連続のマイナス成長に対し、奈良県は７年連続のマイナス成長のうえ、マ算）が２年連続のマイナス成長に対し、奈良県は７年連続のマイナス成長のうえ、マ算）が２年連続のマイナス成長に対し、奈良県は７年連続のマイナス成長のうえ、マ算）が２年連続のマイナス成長に対し、奈良県は７年連続のマイナス成長のうえ、マ

イナス幅が平成２０年度より拡大。イナス幅が平成２０年度より拡大。イナス幅が平成２０年度より拡大。イナス幅が平成２０年度より拡大。

◎ 奈良県の主な業種別の名目名目名目名目経済成長率 （図４）・建設業・建設業・建設業・建設業 マイナスマイナスマイナスマイナス ２６．２２６．２２６．２２６．２％％％％・製造業・製造業・製造業・製造業 マイナスマイナスマイナスマイナス ２３．３２３．３２３．３２３．３％％％％・金融・保険業・金融・保険業・金融・保険業・金融・保険業 マイナスマイナスマイナスマイナス ５．５５．５５．５５．５％％％％・不動産業・不動産業・不動産業・不動産業 プラスプラスプラスプラス ２．６２．６２．６２．６％％％％

平成２１年度の平成２１年度の平成２１年度の平成２１年度の名目名目名目名目経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率
◎◎◎◎ 全国（国民経済計算）全国（国民経済計算）全国（国民経済計算）全国（国民経済計算）マイナス３マイナス３マイナス３マイナス３．７．７．７．７％と２年連続の％と２年連続の％と２年連続の％と２年連続のマイナスマイナスマイナスマイナス成長成長成長成長

概 要 版

平成平成平成平成21212121年度年度年度年度 奈良県の業種別対前年度成長率（実質）奈良県の業種別対前年度成長率（実質）奈良県の業種別対前年度成長率（実質）奈良県の業種別対前年度成長率（実質）（％）（％）（％）（％）

図１図１図１図１

図２図２図２図２

奈良県と全国の経済成長率の推移（奈良県と全国の経済成長率の推移（奈良県と全国の経済成長率の推移（奈良県と全国の経済成長率の推移（実質実質実質実質）
◎ 奈良県の主な業種別の実質実質実質実質経済成長率 （図２）・製造業製造業製造業製造業 マイナスマイナスマイナスマイナス ２５．５２５．５２５．５２５．５％％％％（寄与度（寄与度（寄与度（寄与度 △△△△5.25.25.25.2））））(一般機械、輸送用機械、一次金属などほぼ全てでマイナス)・建設業建設業建設業建設業 マイナスマイナスマイナスマイナス ２４．５２４．５２４．５２４．５％％％％（寄与度 △1.2）(民間住宅、民間設備投資等がマイナス)・金融・保険業金融・保険業金融・保険業金融・保険業 マイナスマイナスマイナスマイナス ２．９２．９２．９２．９％％％％（寄与度 △△△△0.10.10.10.1）(景気低迷による貸出等がマイナス)・不動産業不動産業不動産業不動産業 プラスプラスプラスプラス ４．０４．０４．０４．０％％％％（（（（寄与度 +0.6+0.6+0.6+0.6））））（世帯数の増加がプラスの要因）

・物価変動の影響を取り除いた・物価変動の影響を取り除いた・物価変動の影響を取り除いた・物価変動の影響を取り除いた実質実質実質実質経済成長率では、全国がリーマン・ショックから回復経済成長率では、全国がリーマン・ショックから回復経済成長率では、全国がリーマン・ショックから回復経済成長率では、全国がリーマン・ショックから回復

傾向にあるなかで、奈良県は主に製造業や建設業の不振により平成２０年度より悪化。傾向にあるなかで、奈良県は主に製造業や建設業の不振により平成２０年度より悪化。傾向にあるなかで、奈良県は主に製造業や建設業の不振により平成２０年度より悪化。傾向にあるなかで、奈良県は主に製造業や建設業の不振により平成２０年度より悪化。

◎◎◎◎ 奈良県奈良県奈良県奈良県マイナス４マイナス４マイナス４マイナス４....２２２２％と％と％と％と２年連続２年連続２年連続２年連続ののののマイナスマイナスマイナスマイナス成長成長成長成長◎◎◎◎ 全全全全 国（国民経済計算）国（国民経済計算）国（国民経済計算）国（国民経済計算）マイナス２マイナス２マイナス２マイナス２.４４４４％と％と％と％と２２２２年連続年連続年連続年連続ののののマイナスマイナスマイナスマイナス成長成長成長成長
平成２１年度の平成２１年度の平成２１年度の平成２１年度の実質実質実質実質経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率

(※) 平成20年度の奈良県の実質経済成長率は、全国第36位。平成21年度の順位は、現在のところ未公表の県があるので算出できません。

平成２１年度奈良県版ＧＤＰ統計（県民経済計算）について平成２１年度奈良県版ＧＤＰ統計（県民経済計算）について平成２１年度奈良県版ＧＤＰ統計（県民経済計算）について平成２１年度奈良県版ＧＤＰ統計（県民経済計算）について

奈良県の成長率は、「製造業」に左右さ奈良県の成長率は、「製造業」に左右さ奈良県の成長率は、「製造業」に左右さ奈良県の成長率は、「製造業」に左右される。れる。れる。れる。 （右軸）（右軸）（右軸）（右軸）
（成長率）（成長率）（成長率）（成長率） （寄与度）（寄与度）（寄与度）（寄与度）全国との格差拡大全国との格差拡大全国との格差拡大全国との格差拡大

全国と逆の動き全国と逆の動き全国と逆の動き全国と逆の動き

奈良県は、奈良県は、奈良県は、奈良県は、７年連続マイナス７年連続マイナス７年連続マイナス７年連続マイナス

リーマン・ショックリーマン・ショックリーマン・ショックリーマン・ショックH20H20H20H20年９月年９月年９月年９月
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0.730.730.730.73％％％％
0.680.700.720.740.760.780.80

30,00031,00032,00033,00034,00035,00036,00037,00038,00039,00040,00041,000
H11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

（億円） 県内総生産（名目値）全国ＧＤＰに占めるシェア(右目盛)

3.産 業 構 造

奈良県の総生産の経済活動別構成比を、全国の総生産の経済活動別構成比でそれぞれ割った数値（特化係数）（特化係数）（特化係数）（特化係数）を比較すると、全国と奈良県の産業構造の違いがよくわかります。（図図図図 ６６６６） 0.000.501.001.50農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業 鉱鉱鉱鉱 業業業業製製製製 造造造造 業業業業建建建建 設設設設 業業業業電気･ガス･水道電気･ガス･水道電気･ガス･水道電気･ガス･水道業業業業卸売・小売業卸売・小売業卸売・小売業卸売・小売業金融・保険業金融・保険業金融・保険業金融・保険業不動産業不動産業不動産業不動産業運輸・通信業運輸・通信業運輸・通信業運輸・通信業サービス業サービス業サービス業サービス業政府サービス政府サービス政府サービス政府サービス生産者生産者生産者生産者対家計民間非営対家計民間非営対家計民間非営対家計民間非営利利利利 奈良県(H21)奈良県(H11)全国図図図図 ６６６６

2.経済規模 = 県内総生産（GDP）

◎奈良県の経済規模（ＧＤＰ）（平成21年度）（図５図５図５図５）３兆３兆３兆３兆4444,382,382,382,382億円（名目）億円（名目）億円（名目）億円（名目）対前年度 １１１１,,,,８９９億円の減少８９９億円の減少８９９億円の減少８９９億円の減少。◎奈良県の総生産の全国シェア（平成21年度）００００....７３％７３％７３％７３％（対国内総生産）国内総生産（ＧＤＰ）（平成21年度）約約約約 ４４４４7777４兆円４兆円４兆円４兆円
（％）（％）（％）（％）

（年度）
県内総生産県内総生産県内総生産県内総生産=GDP=GDP=GDP=GDP（名目）の推移（名目）の推移（名目）の推移（名目）の推移右目盛 0.730.730.730.73％％％％0.790.790.790.79％％％％図図図図 ５５５５

経済活動別特化係数経済活動別特化係数経済活動別特化係数経済活動別特化係数

・・・・10101010年前に比べると、全国ＧＤＰに占める奈良県のシェアは、年前に比べると、全国ＧＤＰに占める奈良県のシェアは、年前に比べると、全国ＧＤＰに占める奈良県のシェアは、年前に比べると、全国ＧＤＰに占める奈良県のシェアは、

平成平成平成平成11111111年度年度年度年度 0.780.780.780.78％％％％ → → → → 平成平成平成平成21212121年度年度年度年度 0.730.730.730.73％％％％ と減少傾向。と減少傾向。と減少傾向。と減少傾向。

・奈良県の総生産に占める製造業の構成比は、平成・奈良県の総生産に占める製造業の構成比は、平成・奈良県の総生産に占める製造業の構成比は、平成・奈良県の総生産に占める製造業の構成比は、平成11111111年度にはほぼ全国と同水準年度にはほぼ全国と同水準年度にはほぼ全国と同水準年度にはほぼ全国と同水準

であったが、平成であったが、平成であったが、平成であったが、平成21212121年度には全国水準を大きく下回った。年度には全国水準を大きく下回った。年度には全国水準を大きく下回った。年度には全国水準を大きく下回った。

・農林水産業、鉱業、卸売・小売業等の構成比は、依然として全国水準を下回っ・農林水産業、鉱業、卸売・小売業等の構成比は、依然として全国水準を下回っ・農林水産業、鉱業、卸売・小売業等の構成比は、依然として全国水準を下回っ・農林水産業、鉱業、卸売・小売業等の構成比は、依然として全国水準を下回っ

ている。ている。ている。ている。

H11→H21H11→H21H11→H21H11→H21のののの10101010年間で年間で年間で年間で・製造業の特化係数が低下したのは、一般・製造業の特化係数が低下したのは、一般・製造業の特化係数が低下したのは、一般・製造業の特化係数が低下したのは、一般機械や電気機械等の生産活動が低下し、機械や電気機械等の生産活動が低下し、機械や電気機械等の生産活動が低下し、機械や電気機械等の生産活動が低下し、付加価値が減少したことが主要因。付加価値が減少したことが主要因。付加価値が減少したことが主要因。付加価値が減少したことが主要因。・建設業の特化係数が大きく低下している・建設業の特化係数が大きく低下している・建設業の特化係数が大きく低下している・建設業の特化係数が大きく低下しているのは、公共事業、住宅建設や民間設備投のは、公共事業、住宅建設や民間設備投のは、公共事業、住宅建設や民間設備投のは、公共事業、住宅建設や民間設備投資等の投資の減少が主要因。資等の投資の減少が主要因。資等の投資の減少が主要因。資等の投資の減少が主要因。
ポイントポイントポイントポイント

建設業の特化係数建設業の特化係数建設業の特化係数建設業の特化係数 1.11(H11) → 0.67(H21)1.11(H11) → 0.67(H21)1.11(H11) → 0.67(H21)1.11(H11) → 0.67(H21)

0.780.780.780.78％％％％

製造業の特化係数製造業の特化係数製造業の特化係数製造業の特化係数 0.96(H11) → 0.72(H21)0.96(H11) → 0.72(H21)0.96(H11) → 0.72(H21)0.96(H11) → 0.72(H21)

(※) 平成20年度の奈良県の県内総生産（名目）は、全国第37位。平成21年度の順位は、現在のところ未公表の県があるので算出できません。

-2-



4.１人当たり県民所得

「１人当たり県民所得」は、都道府県の所得「１人当たり県民所得」は、都道府県の所得「１人当たり県民所得」は、都道府県の所得「１人当たり県民所得」は、都道府県の所得水準の比較として使用される指標。（図７）水準の比較として使用される指標。（図７）水準の比較として使用される指標。（図７）水準の比較として使用される指標。（図７）◎ 1人当たり県民所得（平成21年度）２４０万８千円２４０万８千円２４０万８千円２４０万８千円 ２年連続の減少２年連続の減少２年連続の減少２年連続の減少対前年度比対前年度比対前年度比対前年度比 ▲１４７千円減▲１４７千円減▲１４７千円減▲１４７千円減◎ １人当たり国民所得（平成21年度）２６６万円２６６万円２６６万円２６６万円 ２年連続の減少２年連続の減少２年連続の減少２年連続の減少対前年度比対前年度比対前年度比対前年度比 ▲▲▲▲ ９６千円減９６千円減９６千円減９６千円減◎ １人当たり県民所得／１人当たり国民所得９０９０９０９０....５％５％５％５％（平成2１年度） 6065707580
859095100105

2,0002,2002,4002,6002,8003,0003,200
H11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21（年度）

国 奈良県 全国を100とした水準（右目盛り）図図図図 ７７７７
90.5％99.9％ （％）

※）「１人当たり県民所得」は私たち個人の所得（給与）水準を表すのではなく、利子・配当等の財産所得や企業の利潤なども含んだ県民経済全体の水準を表しています。

１人当たり県（国）民所得の推移１人当たり県（国）民所得の推移１人当たり県（国）民所得の推移１人当たり県（国）民所得の推移
・平成・平成・平成・平成21212121年度の１人当たり県民所得の対国民所得の水準は年度の１人当たり県民所得の対国民所得の水準は年度の１人当たり県民所得の対国民所得の水準は年度の１人当たり県民所得の対国民所得の水準は90.590.590.590.5％となり、平成％となり、平成％となり、平成％となり、平成18181818年年年年

度の度の度の度の88.488.488.488.4％を底に改善傾向にあったが、リーマン・ショックからの回復が全国よ％を底に改善傾向にあったが、リーマン・ショックからの回復が全国よ％を底に改善傾向にあったが、リーマン・ショックからの回復が全国よ％を底に改善傾向にあったが、リーマン・ショックからの回復が全国よ

りも遅い奈良県は、平成りも遅い奈良県は、平成りも遅い奈良県は、平成りも遅い奈良県は、平成21212121年度に全国との格差が再度拡大。年度に全国との格差が再度拡大。年度に全国との格差が再度拡大。年度に全国との格差が再度拡大。

（千円）

1111人当たり県人当たり県人当たり県人当たり県((((国国国国))))民所得は全国が民所得は全国が民所得は全国が民所得は全国がH14H14H14H14を底にを底にを底にを底に改善傾向で推移していたが、奈良県は生産改善傾向で推移していたが、奈良県は生産改善傾向で推移していたが、奈良県は生産改善傾向で推移していたが、奈良県は生産活動の力強さに欠けていたため、ようやく活動の力強さに欠けていたため、ようやく活動の力強さに欠けていたため、ようやく活動の力強さに欠けていたため、ようやくH19H19H19H19から改善傾向にあった。から改善傾向にあった。から改善傾向にあった。から改善傾向にあった。しかし、しかし、しかし、しかし、H20H20H20H20年にリーマン・ショックに見年にリーマン・ショックに見年にリーマン・ショックに見年にリーマン・ショックに見舞われ減少傾向となった。舞われ減少傾向となった。舞われ減少傾向となった。舞われ減少傾向となった。
ポイントポイントポイントポイント

88.4％(底)

(※) 平成20年度の奈良県の1人当たり県民所得は、全国第31位。平成21年度の順位は、現在のところ未公表の県があるので算出できません。
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（名目値）（名目値）（名目値）（名目値）
　　　　注）　H２１年度の全国値は、現在のところ未公表の県があるので、グラフには表示していない。　　　　注）　H２１年度の全国値は、現在のところ未公表の県があるので、グラフには表示していない。　　　　注）　H２１年度の全国値は、現在のところ未公表の県があるので、グラフには表示していない。　　　　注）　H２１年度の全国値は、現在のところ未公表の県があるので、グラフには表示していない。　　　　

（名目値）（名目値）（名目値）（名目値） 注）　奈良県、全国ともＨ８年度を１００として各年度を指数化。注）　奈良県、全国ともＨ８年度を１００として各年度を指数化。注）　奈良県、全国ともＨ８年度を１００として各年度を指数化。注）　奈良県、全国ともＨ８年度を１００として各年度を指数化。60606060707070708080808090909090
100100100100110110110110120120120120

ＨＨＨＨ8888 9999 10101010 11111111 12121212 13131313 14141414 15151515 16161616 17171717 18181818 19191919 20202020 21212121奈良県奈良県奈良県奈良県 全国全国全国全国

00001000100010001000200020002000200030003000300030004000400040004000500050005000500060006000600060007000700070007000
H8H8H8H8 9999 10101010 11111111 12121212 13131313 14141414 15151515 16161616 17171717 18181818 19191919 20202020 21212121全全全全 国国国国 奈良県奈良県奈良県奈良県

・１世帯あたりの民間最終消費支出（・１世帯あたりの民間最終消費支出（・１世帯あたりの民間最終消費支出（・１世帯あたりの民間最終消費支出（≒≒≒≒家計の消費等）は、平成家計の消費等）は、平成家計の消費等）は、平成家計の消費等）は、平成20202020年度の年度の年度の年度の5,2205,2205,2205,220千円から、千円から、千円から、千円から、平成平成平成平成21212121年度には、年度には、年度には、年度には、5,1265,1265,1265,126千円へ▲千円へ▲千円へ▲千円へ▲1.81.81.81.8％減少。％減少。％減少。％減少。・・・・ 平成平成平成平成8888年度からの民間消費支出の推移を見ると、平成年度からの民間消費支出の推移を見ると、平成年度からの民間消費支出の推移を見ると、平成年度からの民間消費支出の推移を見ると、平成19191919年度以降も、全国水準を上回っ年度以降も、全国水準を上回っ年度以降も、全国水準を上回っ年度以降も、全国水準を上回っているものの、全国との差は、以前（ているものの、全国との差は、以前（ているものの、全国との差は、以前（ているものの、全国との差は、以前（H8H8H8H8年度～年度～年度～年度～H13H13H13H13年度頃）に比べて縮小。年度頃）に比べて縮小。年度頃）に比べて縮小。年度頃）に比べて縮小。奈良県奈良県奈良県奈良県５５５５,,,,２２０千円２２０千円２２０千円２２０千円 ５５５５,,,,１２６千円１２６千円１２６千円１２６千円▲１．８％減▲１．８％減▲１．８％減▲１．８％減

・・・・奈良県の奈良県の奈良県の奈良県の民間の設備投資は、民間の設備投資は、民間の設備投資は、民間の設備投資は、平成平成平成平成20年度の年度の年度の年度の4,195億億億億円から、円から、円から、円から、平成平成平成平成21年度には、年度には、年度には、年度には、3,827億億億億円円円円へ▲へ▲へ▲へ▲8.8％減少％減少％減少％減少と全国の▲と全国の▲と全国の▲と全国の▲16.6％減少よりも比較的緩やかな減少。％減少よりも比較的緩やかな減少。％減少よりも比較的緩やかな減少。％減少よりも比較的緩やかな減少。・奈良県の民間設備投資は、平成・奈良県の民間設備投資は、平成・奈良県の民間設備投資は、平成・奈良県の民間設備投資は、平成11111111年度を底に回復傾向をたどるが、平成年度を底に回復傾向をたどるが、平成年度を底に回復傾向をたどるが、平成年度を底に回復傾向をたどるが、平成15151515年度から平年度から平年度から平年度から平成成成成18181818年度まで、全国よりも緩慢な回復にとどまる。年度まで、全国よりも緩慢な回復にとどまる。年度まで、全国よりも緩慢な回復にとどまる。年度まで、全国よりも緩慢な回復にとどまる。また、全国は平成また、全国は平成また、全国は平成また、全国は平成19191919年度まで拡大傾向が続くが、奈良県は１年早く平成１８年度にピーク年度まで拡大傾向が続くが、奈良県は１年早く平成１８年度にピーク年度まで拡大傾向が続くが、奈良県は１年早く平成１８年度にピーク年度まで拡大傾向が続くが、奈良県は１年早く平成１８年度にピークを打って、平成を打って、平成を打って、平成を打って、平成19191919年度以降、３年連続減少。年度以降、３年連続減少。年度以降、３年連続減少。年度以降、３年連続減少。奈良県奈良県奈良県奈良県４，１９５億円４，１９５億円４，１９５億円４，１９５億円 ３，８２７億円３，８２７億円３，８２７億円３，８２７億円全全全全 国国国国７６兆３，２１６億円７６兆３，２１６億円７６兆３，２１６億円７６兆３，２１６億円 ６３兆６，８４６億円６３兆６，８４６億円６３兆６，８４６億円６３兆６，８４６億円▲▲▲▲8888．．．．8888％減％減％減％減
▲▲▲▲16161616．．．．6666％減％減％減％減

（千円）（千円）（千円）（千円）

製造業製造業製造業製造業((((電気機械電気機械電気機械電気機械))))の投資が増加の投資が増加の投資が増加の投資が増加したことによる一時的な増加。したことによる一時的な増加。したことによる一時的な増加。したことによる一時的な増加。

ＨＨＨＨ 20202020 ＨＨＨＨ 2222１１１１

ＨＨＨＨ20202020 ＨＨＨＨ 2222１１１１
ＨＨＨＨ20202020 ＨＨＨＨ 2222１１１１

○○○○ １世帯あたりの民間最終消費支出１世帯あたりの民間最終消費支出１世帯あたりの民間最終消費支出１世帯あたりの民間最終消費支出 （図（図（図（図 ８）８）８）８）

○○○○ 民間企業設備民間企業設備民間企業設備民間企業設備 （図（図（図（図 ９）９）９）９）

5.支出＝需要の推移
１世帯あたり民間最終消費支出の推移１世帯あたり民間最終消費支出の推移１世帯あたり民間最終消費支出の推移１世帯あたり民間最終消費支出の推移

民間企業設備の推移民間企業設備の推移民間企業設備の推移民間企業設備の推移全国よりも緩慢な回復全国よりも緩慢な回復全国よりも緩慢な回復全国よりも緩慢な回復

（全国値は、各都道府県の県民経済計算の全国集計）（全国値は、各都道府県の県民経済計算の全国集計）（全国値は、各都道府県の県民経済計算の全国集計）（全国値は、各都道府県の県民経済計算の全国集計）

奈良県は１年早いピーク。奈良県は１年早いピーク。奈良県は１年早いピーク。奈良県は１年早いピーク。

全国に逆転される年度も全国に逆転される年度も全国に逆転される年度も全国に逆転される年度も
図図図図 ８８８８

図図図図 ９９９９
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